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№.５６ 松永和久 

【 卒業に向けて（歌） 】 

〇 ２限目、６年生が集会室に集まって、 

数曲の音楽を聴いていました。「何か 

な？」と思ってある子供に訊いてみる 

と、５曲の中から、卒業式で歌う歌を 

選ぶために聴いているのだと、教えて 

もらいました。 

○  一般的には、12 月に入ったばかり 

の今は、学期のまとめのテストや２学期の復習などをする時期だと思いがちです。しか

し、今日の選曲は、６年生にとって卒業式までの長いスパンの中の一つです。６年生

は、井波小学校を卒業する誇りと、今後の飛躍を決意して卒業式に臨みます。そう意味

でも、この選曲の意味は大きいです。 

○  昔と違って、今では先生が曲を決めるのではなく、子供たちが決めます。当然と言 

えば当然なのですが、人から決められるのでなく、自分（たち）で決めるという価値を

子供たちも薄々感じているようでした。「もう１回、聴きたい。」「○○の曲がいいかな。」

という声が聞こえてきたことからも、子供たちは選曲に意欲を示しているようでした。 

 

【 学校保健委員会 】 

○ 本日、学校三師の先生や保護者代表の方に参加していただき、学校保健委員会を開

催しました。詳細は、保健だより等でお知らせしたいと思いますが、配慮したい点につ

いて、簡単に幾つか紹介します。 

○  学校と家庭、それぞれの場でできることをやる必要があると、改めて思いました。 

・スマホの使い過ぎで、より目になるなどの内斜視になる子供が増えている。長時間のスマホの使用を

避け、万が一心配なら眼科を受診したらよい。 

・心の病は、「孤独」と関係が深い。「あなた一人ではないよ。」というメッセージを子供に伝えるため

に、親子での会話が必要である。 

・うがいについては、個別で行うなら十分やる効果がある。ただし、集団の中では、感染リスクもある

ので、周りを気にしながらやる必要がある。 

 


